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志田文庫所蔵『書舶庸譚』について
神鷹　徳治*
志田文庫は、本学の商学部の教授でもあった志田鉀太郎博士の旧蔵書で
ある。博士は、昭和十五年七月には明治大学第十三代総長に就任されている。
商法の権威として周知の研究者である。退職された後、先生の蔵書・議義ノー
ト等が一括して本学に寄贈され、1998年に図書館より目録が刊行されてい
る。
その『志田文庫目録』に商法とは
余り関係が無いと思われる中国書誌
学関連の貴重書である董康氏の『書
舶庸譚』四巻本が著録されている。
著者が明治大学文学部へ赴任した
折、気づいてはいたものの、該本を
手に取り調べるということはなかっ
た。そうこうしているうちに、董康
氏が清末・民初の法律関係の高官で
あり、かつ蔵書家としても知られて
いると云うことを知る機会を得た。
董康氏は 1867年～ 1947年、志田博
士は 1868年～ 1951年に活躍されて
「書舶庸譚」四巻本
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おり、同世代の法律学者といえよう。董康氏について氏が愛書家であるこ
とを私が知ったのは、東洋学の碩学であった神田喜一朗博士「董授経先生」
という一文に遭逢したときであった（『敦煌学五十年』、1960年、二玄社）。
董康氏は、辛亥革命を機にして日本の京都に亡命され、京都周辺の寺院に
秘蔵されている貴重書を閲覧し、そのすばらしさを繰り返し本書の中に讚
歎されている。また民国になってからも政府の高官として二度三度来日さ
れ、法律家としての業務と共に宮内庁や高野山等にも足を運び、日本に伝
存していた旧鈔本ならびに宋元版などの貴重書を調査されている。
とりわけ筆者が関心を抱いたのは九巻本、巻八下の五月十三日に出てく
る『文選集注』についてのやりとりであった。この『文選集注』の巻数は
南京大学の周勛初先生によって巻九十八ということが報告されている。以
上の如く、本書は書誌学記述の資料として日本伝存の貴重本を確かめるこ
とのできる第一級の書物でもある。
「書舶庸譚」巻八下
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図書館には、二部の『書舶庸譚』が架蔵されている。四巻本と九巻本が
それである。四巻本は 1928年刊の石印本、九巻本は 1939年刊董康氏の自
家版である。志田文庫本は四巻本。図書館別置の九巻本は、董康氏の署名
入り本である。
筆者は文庫目録に常に関心を持ち、自分でも個人文庫の目録は機会があ
れば入手してきている。戦前の旧制大学のご出身の先生方は、青年時代、
漢文教育をかなり受けているので漢文に対する抵抗は現代の私たちとは比
較にならないほど少なかったものと思われる。志田文庫に漢籍が所蔵され
ているのも偶然ではないと思われる。
補注
（1）周勛初先生『古典文献研究』第 11集、2008年 4月「関於《文選集註》
第九十八巻的流伝」、南京大学文献研究所
（2）志田博士等の日本側法典編纂諸氏の清国への協力等については、宮
坂宏「清国の法典化と日本法律家」（『日本法とアジア』仁井田陞博
士追悼論文集第三巻、1970年）
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